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オープンアクセスとは？
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オープンアクセス – 定義

対象：学術情報（論文 etc.）

手法：インターネット上で

制限：なし（誰でもアクセス）

対価：無料
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オープンアクセス – 背景

科学技術の発展
学術論文の急増
雑誌価格の高騰（Serials Crisis）

インターネットの普及
誰でも情報発信可能
電子ジャーナルの普及

商業出版社による市場寡占化
学術情報流通の機能不全
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オープンアクセス – 理念

学術情報流通の機能回復
主体: 出版社 → 研究者・研究機関

研究成果の社会への還元
特に公的助成を受けたもの
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オープンアクセス – 手法

グリーン
セルフアーカイブ
機関リポジトリの活用

ゴールド
オープンアクセスジャーナル
著者等による出版経費の負担（APC）
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オープンアクセス – 政策動向(1)
 学術誌問題の解決に向けて : 「包括的学術誌コンソーシアム」の創設

日本学術会議. 科学者委員会学術誌問題検討分科会, 2010-08-02

 学術情報の国際発信・流通力強化に向けた基盤整備の充実について
文部科学省. 科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作
業部会, 2012-07

 大学等におけるジャーナル環境の整備と我が国のジャーナルの発信力
強化の在り方について
文部科学省. ジャーナル問題に関する検討会, 2014-08

 第5期科学技術基本計画のあり方に関する提言
日本学術会議. 学術の観点から科学技術基本計画のあり方を考える委員会, 2015-
02-27
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オープンアクセス – 政策動向(2)
 「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報告書

内閣府, 2015-03-30

 第5期科学技術基本計画
内閣府, 2016-01-22

 学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）
文部科学省. 科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会, 2016-02-26

 オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり方に関する提言
日本学術会議. オープンサイエンスの取組に関する検討委員会, 2016-07-06
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京都大学 学術情報リポジトリ
KURENAI
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京都大学 学術情報リポジトリ
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KURENAI – 概要

Kyoto University REpository for 
Navigating Academic Information
紅（くれない）= Crimson
日本の伝統色
“紅萌ゆる” : 京大の前進校の寮歌
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KURENAI – コンテンツ登録数
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KURENAI – ランキング

Ranking Web of Repositories
http://repositories.webometrics.info/en
 スペイン高等科学研究院（Consejo Superior de 

investigaciones cientificas）による世界リポジトリランキング
（2017年1月版）

区分 順位
World 52

Top Institutionals 41
Asia 1

Japan 1
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KURENAI – 収録コンテンツ
学術雑誌論文
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■ 研究報告書
■ テクニカルレポート
■ 図書
■ 会議発表用資料
■ 会議発表論文
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日本の機関リポジトリ
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JAIRO

JAIROとは?
（Japanese Institutional Repositories Online）

http://ju.nii.ac.jp/

国立情報学研究所（NII）運営
国内の機関リポジトリからメタデータを収集
メタデータを他のシステムに提供

→CiNii Articles, OpenAIRE etc.
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機関リポジトリ – 構築数
OpenDOAR: 211

Total = 3,289 repositories (2017-01-29)
http://www.opendoar.org

NII IRDBコンテンツ分析システム: 586 (2016-12-31)
http://irdb.nii.ac.jp/

18

http://www.opendoar.org/
http://irdb.nii.ac.jp/


第1期: 独自構築

学術機関リポジトリ構築連携支援事業
国立情報学研究所（NII）の委託事業
2005~2012年度
大規模大学 & 国立大学中心

学内刊行物の公開プラットフォーム
紀要論文
学位論文
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第2期: 共用リポジトリ

JAIRO Cloud
https://community.repo.nii.ac.jp/

WEKO（NII開発リポジトリソフトウェア）
を使用した共用リポジトリ環境
2012年~
中小規模大学でのリポジトリ実装を目的
既存リポジトリからの移行も受け付け
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オープンアクセスリポジトリ推進協会

オープンアクセスリポジトリ推進協会
（Japan Consortium for Open Access Repository : JPCOAR）
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/

2016年8月設立
国立大学、公立大学、私立大学、NIIの
連携・協力協定に基づく
日本の機関リポジトリを振興・相互支援
JAIRO Cloudの運営母体
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京都大学オープンアクセス方針
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京都大学オープンアクセス方針

京都大学の教員が生み出した
学術論文等の研究成果を
「京都大学学術情報リポジトリ
KURENAI」によりインターネット上で
原則公開することを定めたもの

http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092

京都大学オープンアクセス方針
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方針が定めること
本学に在籍する

教員は
研究成果を KURENAIに

登録する

常勤の
• 教授
• 准教授
• 講師
• 助教(有期/無期問わず)

• 学術雑誌に
掲載された論文

• 2015年4月28日以降
に出版されたもの
(それ以前のものは登録任意)

• リポジトリ登録システムで
論文ファイルを登録申請

• 登録が可能な版や
公開可能時期などは
附属図書館で調査の上
論文を公開 24



方針採択まで – バックグラウンド
電子ジャーナル
 Elsevier Electronic Subscription（1998年）
冊子購読費の重複調整→EJ費用へ（2000年～）
 EJ費用の共通経費化（2008年～）
 EJアクセス統計による分担額算出（2011年～）
基盤的EJ & 部局分担EJ（2015年～）

学位論文
保存と複写（1997年）
電子公開へのアプローチ（2006年）
電子的公開の義務化（2013年, 学位規則改正）
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方針採択まで - 道のり
 2014年3月: 海外調査（北米・EJ & OA）

 大学としてOAポリシーを持つことの重要性を認識

 2014年5月~: OAポリシー検討プロジェクト立ち上げ
 図書館職員による検討・調査

 2014年6月~: 図書館機構として検討
 学術情報リポジトリ特別委員会 → 図書館協議会承認（2015年2月）

 2015年3月~: 大学全体での検討
 部局長会議承認（4月14日）→教育研究評議会承認（4月28日）

→役員会承認（4月28日）

（参考）京都大学オープンアクセス方針採択の経緯. カレントアウェアネス-E1686. 2015-07-09.
http://current.ndl.go.jp/e1686
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方針採択後 – 実装に向けて
マニュアル等の整備
オープンアクセス方針実施要領
FAQの整備

システムによる支援
リポジトリ登録システムの開発
教育研究活動DBとの連携

説明会の開催
OA方針・リポジトリ登録システムの周知
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リポジトリ登録システム – 機能
教員自らメタデータと本文ファイルを登録
 KURENAI（DSpace）とは別システムを構築
登録状態（共著含む）の管理
 「適用例外」 処理
代理入力

データ連携
 CRIS（Current Research Information System）と連携
個人IDを元に researchmap、Scopusから

登録対象論文の書誌データを自動収集
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リポジトリ登録システム – 画面
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リポジトリ登録システム – 連携

図書館機構 情報環境機構

researchmap

KURENAI CRIS

Scopus

相互リンク
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リポジトリ登録システム – フロー
Shibboleth認証でログイン

未登録一覧にあり

CC-BY 出版社版 著者稿

自分の論文ではない

例外申請登録申請
(添付なし)

KURENAI 登録処理KURENAI 登録処理 例外処理

Scopus
researchmap

データ自動収集

図書館で出版者ポリシーを調査

すでに処理済みです

非表示処理

新規登録
(CRISにも登録)

CRIS
researchmap

(未調査)

登録申請
(本文ファイル添付)

登録申請
(本文ファイル添付)

未登録一覧になし

新規登録
(本システムのみ)

他の共著者に依頼
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説明会 – 現在進行中

ポスター（附属図書館開催） ポスター（医学図書館開催）
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説明会 – 質疑応答などから
OA方針の認知度不十分
さらなる周知が必要

著作権への懸念・著者稿に対する不
安
図書館職員の支援期待

システム連携の必要性
入力作業の省力化
リポジトリの登録効果アピール、動機づけ
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登録数の推移
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オープンアクセス推進事業
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オープンアクセス推進事業

京都大学の改革と将来構想
（WINDOW構想)

http://www.kyoto-u.ac.jp/window/

京都大学重点戦略アクションプラン
WINDOW構想実現のため、
第3期（2016-2021）に取り組む事業群


「オープンアクセス推進事業」 採択
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オープンアクセス推進事業
1. 学術論文等の研究成果公開の推進と

世界的展開
2. 貴重資料等の一次資料の電子化と公開
3. 国内外の調査を踏まえたオープンアクセスや

研究データに関する研究
4. データキュレーターとしての図書館職員の育成
5. オープンアクセスや研究公正に関する

情報リテラシー教育活動
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今後の課題

オープンアクセスの理解促進
（研究者・学生）
オープンアクセス支援の意識向上
（図書館職員）
関係組織（URA室、システム部門）
との協働・連携
人材養成（データキュレーター等）
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貴重資料
―図書館における文化財 ―
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貴重資料 = 紙資料中心

国宝
今昔物語集（鈴鹿本）

重要文化財
萬葉集（尼崎本）
古今集注
ジョサイア・コンドル建築図面
（建築系図書室所蔵）

:
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貴重資料 = 紙資料中心

天正遣欧使節肖像画 國女歌舞妓繪詞
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貴重資料 = 紙資料中心

付喪神絵巻 『植物の種』（リンネ）
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貴重資料
―図書館における修復事業―
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修復事業

修復貴重資料選定のための指針
第二特別委員会（図書館サービス）作成
（平成22年度 図書館協議会 承認）
全学的な修復計画を作成し、予算要求

修復事業
平成23年度～
毎年500万円程度を獲得し、修復実施
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修復事業
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修復事業
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修復事業
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貴重資料
―図書館における電子化事業―
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電子化事業 – 利用のために

利用のための手段
原本の代替（マイクロ化→電子化）
インターネットによる公開

京都大学での取り組み
1996年～
2016年度末：約90万コマ
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電子化事業 - オープンアクセス推進事業

1. 学術論文等の研究成果公開の推進と
世界的展開

2. 貴重資料等の一次資料の電子化と公開
3. 国内外の調査を踏まえたオープンアクセスや

研究データに関する研究
4. データキュレーターとしての図書館職員の育成
5. オープンアクセスや研究公正に関する

情報リテラシー教育活動
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電子化事業 - 連携と経費獲得
 オープンアクセス推進事業（京都大学重点戦略アクションプラン）

 日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画
（国文学研究資料館）

 「富士川文庫」保存・公開のための修復・電子化事業（概算要求）

 韓国高麗大学校との朝鮮古文献資料のデジタル化公開に関する協定

 Linked Open Dataのためのプロトタイプシステム構築
（学知創生ユニット）

 世界トップ大学に伍する戦略的アプローチ～国際プレゼンス、レピュテー
ション向上による大学経営体制の強化（自立促進）～
（国立大学改革強化推進補助金）
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電子化資料の公開

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/
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課題 - 見せ方と利用の促進

「今風」の見せ方とは?
現状（レガシー）

→コレクション毎のHTML、Flash
環境の変化

→ハードウェア：高速化、高解像度化
→ネットワーク：高速化
→ソフトウェア：多機能化（HTML5）
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「今風」ではない見せ方
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コレクション毎のページデザイン
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課題 - 見せ方と利用の促進

IIIF
（International Image Interoperability Framework）

デジタル画像相互運用のための国際規格
→http://iiif.io/

Webの標準技術を用いたAPI
→対応ソフトウェアは、オープンソース

IIIF Consortium（運営組織）
→京都大学図書館機構も加盟（2016年12月6日）
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日常業務での資料保全と利用
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図書館業務改善推進会議

図書館業務の合理化、効率化のための
職員組織

6つの作業部会
総括部会
情報資源管理部会
図書館サービス部会 → 「資料保存環境の整備」を含む
 リテラシー・レファレンス部会
情報処理部会
人材育成部会
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職員間の情報共有（一部学外公開あり）

https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/preservation/
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成果公開例（KURENAIで公開）

図書館資料保存環境整備マニュアル
（京都大学図書館業務改善推進会議 図書館サービス部会）

http://hdl.handle.net/2433/216100
1. 建物について
2. 防災について
3. 書庫環境について
付録: 書庫環境チェックリスト

61



資料保全・利用のまとめ

貴重資料の電子化・公開は
新たな研究のタネ

資料を次の世代へ「つなぐ」ことが
図書館の使命
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